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26)門脈狭窄 に対 して経 回腸 静 脈 (机 ニス テン ト

を留置 した後 ,Lip-TAE を した 肝 細胞癌

の一例
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【症例】68漣女性.C型肝碓登,胆養結石にて他院通

院中のところ.Ill1年 7月肝 S8に径 5cm の I-1Ce

を認め∴ 騨トを紹介され入院.肝 S5に A-P shunt,

門脈本幹に障様狭窄を認めたため,A-PshLlIlt塞栓

術及び,開腹■円二経回腸静脈的門脈内ステント留置術を

施行した.治噂によi用r-内P明晩血流は明らかに増加した.

その後 HCCに対Llip-TAEを施行した.術後の経

過は順調であり.術後肝予備能の低~卜は果たさなか-)た.

【考察】当初は肝内Flr川机tl流がほとんどなく.I-i(T
に対する十分な治棟が朗報と考えられたが,ステン ト留

置により門脈血流を増加させることができ,肝不全を果

たすことなく,Lp-TAE を施行Lえた.今後このよう

な肝予備能の低下した良性門脈狭窄症例に対して手簡能

を改善させうる有効な手段と考える.

27)韓静脈的塞栓術が奏効 した肝内門脈肝静脈

短絡 に伴 う肝性脳症の一例
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症例は68歳.男性∴i=.;-;和ま意識障害と振戦.3合30年

の飲酒歴があるが厳近10年は禁酒.アルコール性肝硬変

の診断で近医に通院中言動の異常を指摘され,血中アン

モニア高値から肝性月齢諒三と診断された.入院加療を受け

るも症状政務せず緒登加療を目的に当科に紹介された.

入院時検査成績では血rrlアンモニア高値と ICG消失率

の低下,軽度の低蛋白血症を認めた.err,US,腹部Jfll

管造影にて門脱着枝より右肝静脈に流出する2本の門娩

肝静朕短絡路の存在と肝内門脈血流の低下を認めた.短

絡路をパル-ンにて閉塞したところ順行性肝内門脆血流

は増加 した.肝生検の結果は軽度の線維化のみの非硬変

肝であった.以上の結果から短絡路の閉塞が門販庄克進

症を生 じないと判断し短絡路塞栓衝を施行,下乗静腕 よ

り逆行性に短絡路内にカテーテルを進め 9m111 と 7

mm の金属コイル合計17個を用いて塞栓衝 を行った.

術後血中アンモニア.ICG消失率,低蛋白血症は二lE常

化し,脳症も改善した.

28)特発性 r一明厄圧先進症 (IPH) にお ける肝動

脈お よびf三7朋餌 Il流の不均等分布について
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(詣 町病院)

特発性門陳圧先進症 (IPtl)の画像診断には門脈遺骨三.

肝静脈カテーテル検査などが･f川 ‖二されてきた.今帆

2例の IPH 症例において肝動脈遺草三下 CTLCTI･･TA)

および経動脈性門脈遺草rFcT(CTAPlを施行し.ウ

イルス性肝硬変にはみられない特徴的な血流の不均等分

布がみられたので報告する.門脈血流の低下とそれに相

補的な肝動脈血流の増加が,肝区域末梢とくに肝衣にお

いてみられ,とりわけ CTHA にみられる区域末梢や

肝豪での膿鼻が著明であった.lPH における門販菜摘

柁のつぶれやそれに起因する実質の萎縮などの変化は肝

表に強いとされ,これまで IPH の特徴的所見とされて

きた肝静脈のしだれ棚状所見や,中等度径の門脈や静脈

枝が相互にあるいは肝表に近接する所見などは,肝衷付

近の実質の巷編に起t勾している.しかし門脈血流の低下

と肝動脈血流の相補的増加が空間的不均等分布をもって

みられる所見は美質萎縮以前に CTHA,CTAPで捕

捉できる叶能性があり.門ILi;1[-1三の病態把握の 一助とな り

うるものと考えられた,
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